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自ら学びを調整し、主体的に取り組む児童の育成 

－児童の問いをつなぐ算数科の授業づくりを通して－ 

東松島市立赤井南小学校  熊谷 恵太 

 

１ 主題設定の理由 

(1) 本学級の児童の実態 

対象学級の児童の実態を明らかにするために、算

数に関する意識調査を行い、結果を図１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 算数の授業に関する意識調査（Ｎ＝22（５月）） 

アの項目からは、算数の学習に対して前向きに捉

えている児童が約７割いる一方、苦手意識を感じて

いる児童は約３割いると分かった。イ、ウの項目か

らは、友達に自分の考えを説明することについて苦

手意識を持つ児童がいるものの、ほとんどの児童が

友達の考えから学ぶ良さを感じていることが分かっ

た。これまで東松島市の取組の一環として、４人グ

ループでの学習を基本とした授業展開を積み重ねて

きた経験が生かされていると考えられる。一方、オ

の項目からは、一人でじっくりと取り組みたいと考

える児童が３割以上いると分かった。 

普段の算数の授業では、基本的な「聞く・話す」

姿勢が定着し、友達と活発に意見交換を行う姿が見

られる。また、話合いを通して考え方が変わったり

気付いたりすることができる児童が多い。しかし、

学びが受け身になっている児童が見られ、自分なり

の方法で考えることに消極的だったり、一部の児童

に発言が偏ったりする傾向が見られた。 

(2) 実践上の課題 

 これまでの授業では、児童は、４人グループを基

本とする学習形態で課題解決の学習に取り組んでき

た。しかし、「分かる」児童が「分からない」児童

に答えを教える姿が多く、解決方法を説明する姿は

あまり見られなかった。そのため、下位群の児童も

解決の過程に目を向けることより、答えを記述でき

たことに満足している様子が見られた。また、児童

は互いに分かったつもりになり、理解を深める学び

合いには至っていない状況であった。 

そこで、以下の２点を課題とした。 

①「問い」を大切にした学び合いにおける教師の

ファシリテーション 

②児童が自分で学習方法や解決方法を考え、課題

と向き合うことができる工夫 

(3) 研究主題について 

以上のことを踏まえ、「自ら学びを調整し、主体的

に取り組む児童の育成」を目指し、本研究の主題を

設定した。 

２ 研究の目的と方法 

(1) 研究の目的 

 本研究の目的は、算数科の授業において児童の問

いをつなぐ指導の工夫を通して、研究主題に掲げた

児童の育成を目指すことである。児童の実態を考慮

して指導方法を工夫し、授業実践上の課題の解決や

児童の学びに向かう姿勢の向上を目指していく。 

(2) 研究の方法 

 研究主題に迫るために、（3）で示す２つの手立て

を指導過程に位置付ける。また、授業中の児童の様

子の記録、授業用ワークシート、授業後の振り返り

の記述内容、意識調査を用いて、手立ての有効性に

ついて検証していく。 

(3) 研究の手立て 

① 協同的な学びを支えるファシリテーションの工     

  夫（東松島市の取組から、互いに支え合って課

題解決することを「協同」と表記） 

児童から問いを引き出し、全体へつないでいくた

めに導入・展開・終末の各段階に目的の異なるファ

シリテーションを取り入れる。 

ア 導入の段階 

児童の戸惑いや困難さを感じている状況を見取り、

既習事項と比較するように投げ掛けたり、児童の発

言を受け止めながら複数の解決方法を考えるように

促したりする。これにより、解決の道筋を考えた上

で解決方法を選択させ、児童自身が学びを調整して

いけるようにする。 

イ 展開の段階  

教師は児童の学びを見取り、課題への問いを基に

既習事項を想起させたり、考えの根拠や複数の考え

の共通点等を投げ掛けたりする。個人・ペア・グル

ープでの対話を通して、児童同士の考えをつなぎな

がら数学的な見方・考え方を働かせる支援をする。 

ウ 終末の段階 

学びを振り返る場を設定する。既習事項との共通

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

算数に関するアンケート調査 

ア 算数の学習が好きですか。 
イ 友達に自分の考えを説明することは好きですか。 
ウ 友達と一緒に学習することは好きですか。 
エ グループでの話合いは積極的に参加できていますか。 

オ 問題を考えるときに、どの学習方法が自分に合っていると思いますか。 
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点や相違点を考えさせたり、身近な場面との関連を

考えさせたりして、学んだことを生活や次の学習に

つなげながら新たな問いを引き出していく。そして、

学びへの意欲を高めていく。 

② 主体的な学びを引き出す仕掛けの工夫 

ア 学習計画表：『みなスタシート（赤井南っ子スタ 

ディシート）』の活用 

 単元導入段階では、児童と単元の目標や学習内容

を確認することで、学習の見通しを持たせ学びへの

期待感を高めていく。また、単元末に単元のゴール

とする「ジャンプの問題(応用・発展問題)」を設定

し、追究意欲を高めていく。さらに、毎時間の学習

の中で既習事項や新たに身に付けた力、次に生かし

たいことなどの振り返りを蓄積していく。 

イ 学び方選択の時間：『みなスタタイム（赤井南っ 

子スタディタイム）』の充実 

児童は課題解決に対する見通しを基に、解決方法

（具体物操作や式、表、グラフ等の活用）や学習形

態（個人、ペア、小グループ、先生と）を選択する

ことで、自ら学ぼうとする意欲を高めていく。 

３ 授業実践Ⅰの結果と考察 

(1) 実践内容の概要 

実践日 令和７年６月 30 日（月）５校時 

対象 第６学年１組 22 名 

単元名 分数でわる計算を考えよう 

（東京書籍「新しい算数６」） 

（７時間扱い 本時６／７） 

目標 小数、分数、整数の混じった計算の仕方

を考え、説明することができる。 

(2) 研究に関わる実践の詳細 

① 協同的な学びを支えるファシリテーションの工  

 夫 

導入では、小数・分数・整数が混在することで計

算がしにくくなるという児童の困難さを意図的に取

り上げ、児童自身が「どのように計算したらよいの

だろう」と問いを持つ場を設定した。児童はその問

いを基に、これまでに学習してきた計算方法を振り

返りながら考えることで「数を小数や分数にそろえ

ると計算しやすくなる」という解決の見通しを自ら

持つことができた。集団解決の場面では、児童が考

えた複数の計算方法を意図的に取り上げ、比較・検

討する時間を確保した。共通点や相違点に着目させ

ながら話合いを進めることで、「分数にそろえる」こ

との良さに児童自身が気付くことができた。このよ

うな協同的な話合いを通して、計算の仕方を一般化

し、よりよい解決方法へと考えを深めることができ

た。 

② 主体的な学びを引き出す仕掛けの工夫 

ア 学習計画表：『みなスタシート（赤井南っ子スタ 

ディシート）』の活用 

児童は本時の学習で身に付けた数学的な見方・考

え方や自分の学び方などを振り返りながら、既習事

項の有用性に気付くことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 児童の振り返り（みなスタシート） 

イ 学び方選択の時間：『みなスタタイム（赤井南っ

子スタディタイム）』の充実 

児童の問いをつなぎながら、一斉指導と児童に学

び方を委ねる方法（みなスタタイム）を設定した。

児童は解決方法を考える中で「小数を分数に変換す

る」または「分数を小数に変換する」方法を選択し

た。児童は自分に合った学び方に気付くことで、他

の解決方法に挑戦するなどの主体的な姿が見られた。 

(3) 成果と課題 〇成果 △課題 

〇数学的な見方・考え方を働かせている児童のつぶ

やき等を取り上げ、問いをつなぐことで学習課題

を設定したり、複数の考えの共通点に気付かせた

りすることができた。 

〇解決の見通しを持たせてから学び方を自分で選択

する場を設定したことで、児童は主体的に学習に

取り組んでいた。 

〇グループで学び合う児童は、互いに考えを伝え合

い、自分の考えと比較しながら考えを広げていた。 

〇個別で学ぶ児童は、必要に応じてグループで考え

を交流し、学びを調整していた。 

〇「みなスタシート」があることで、学習の見通し

を持って活動することができた。 

〇「みなスタシート」に自己評価を記入することで、

自分の成長を言語化できた。 

△個人で学習する児童が友達に説明する時間を設定

する必要がある。 

△習熟の時間と振り返りの時間が足りなかった。 

△本時から分かったことを振り返ることはできたが、

学習内容への新たな問いや、学び方についての記

述は少なかった。 

(4) 授業実践Ⅱに向けて 

協同的な学びを進めていくにあたって、個に応じ

た指導の向上、指導の個別化と学習の個性化を更に

充実させるため、授業実践Ⅱでは研究の手立てを以

下のように修正して行う。 
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① 児童の問いをつなぐファシリテーション 

児童に学び方を委ねる「みなスタタイム(学び方選

択の時間)」は、自らの問いを解決しようとする主体

的な姿を引き出すことに効果が見られた。そのため、

「みなスタタイム(学び方選択の時間)」を指導過程

の基盤とし、学びの質をさらに高めていくために、

教師が児童の学びの様子を的確に見取り、つまずき

への支援や、複数の解決方法の提示を行うファシリ

テートの工夫について検証していく。 

② 「みなスタシート（赤井南っ子スタディシート）」 

の活用 

「みなスタシート（赤井南っ子スタディシート）」

では、毎時間の振り返りを積み重ねてきたが、学び

方や新しい問いに迫る児童が少なかった。そのため、

児童の振り返りにＩＣＴを活用して友達と共有し、

他者の考えに触れながら数学的な見方・考え方を広

げ深められるようにする。 

４ 授業実践Ⅱの結果と考察 

(1) 実践内容の概要 

実践日 令和７年 10 月 9 日（木）５校時 

対象 第６学年１組 22 名 

単元名 円の面積の求め方を考えよう 

（東京書籍「新しい算数６」） 

（７時間扱い 本時５／７） 

目標 求積可能な図形に着目し、図や式を用

いて、円を含む複合図形の面積の求め

方を考えることができる。 

(2) 研究に関わる実践の詳細 

① 児童の問いをつなぐファシリテーション 

導入の段階では、色を塗った（求積）部分につい

て「このままでは面積が求められない」といった児

童の困難さを取り上げ、児童自身の問いを全体で共

有した。児童は、既習の「正方形」「三角形」「円の

1/4 となる扇形」といった求積可能な図形に着目し、

「図形を組み合わせれば面積を求められるのではな

いか」という解決の見通しを持つことができた。展

開の段階（みなスタタイム）では、児童の思考の進

み具合や問いの持ち方を見取り、考え方が同じ又は

異なる児童同士を意図的に関わらせ、協同的に学び

を深める場を設定した。児童は意見交流を通して、

自分の考えを再検討したり、友達の考えを手掛かり

に新たな視点を得たりしながら学びを深めていった。

また、念頭操作が難しい児童には図形の模型を用い

た具体的操作の場を設け、主体的に学びに向かう姿

を引き出した。 

② 「みなスタシート（赤井南っ子スタディシート）」

の活用 

児童は、学習を通して生じた問いや気付き、考え

の変容を言語化することで、自分の学びを整理し、

次の学びへとつなげていった。さらに、ＩＣＴを活

用して振り返りを共有することで、児童同士で考え

を比較し、自分の考えの基になった既習事項を確か

めたり、新たな問いを見い出したりした。こうした

振り返りを通して、児童は自ら学びを調整しながら

数学的な見方・考え方を深め、応用・発展的な課題

にも主体的に取り組もうとする態度が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ みなスタシート（google スプレッドシート） 

(3) 成果と課題 〇成果 △課題 

〇教師が、児童の問いを基に思考の流れに沿って考

えをつなぎ、既習の図形に着目させたり、図形を

組み合わせて求積させたりすることができた。 

〇解決の見通しが持てなかった児童が図形の模型を

操作することで、「正方形から求積部分以外を引く」

など図形の組み合わせを視覚的に捉えることがで

き、課題解決の支援につながった。 

〇友達と協同で図形の模型を操作する活動を行い、

互いに考えを伝え合いながら試行錯誤し、学び合

いが活性化した。 

〇児童自身が解決の見通しを基に学び方を選択する

ことで、個の学びと協同の学びを両立させること

ができた。 

〇学級全体で学ぶ場面では、教師と児童が１対１の

対話にならないよう、全員に問いを投げ掛けたり

他の児童に説明させたりしながらファシリテート

することで、協同的な学びを展開することができ

た。 

〇ＩＣＴを活用して「みなスタシート」を学級全体

で共有し、学習内容の理解を深めることができた。 

△下位群を中心に、導入段階で解決の見通しが十分

でない児童が見られ、解決に必要な既習事項に気

付かせる問い掛けを吟味する必要があった。 

△具体操作ができる模型を全グループに配置するこ

とができれば、より一層学び合いの活性化を図る

ことができた。 

△数式で考えを記入する児童が多かったため、途中

でつまずく児童が見られた。図と式を関連付けて

考える視点を働き掛けるとよかった。 

△ＩＣＴを活用した「みなスタシート」の記入に時

間がかかった。指導過程における時間配分の見直

しと、終末の段階での時間の確保が必要であった。 
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５ 研究の成果と課題 

(1) 実態調査の結果 

 本研究における児童の変容を捉えるため、算数の

学習についてのアンケート調査を５月と 11 月に行

った。設問①では、自分の考えを話すことについて

の変化はあまり見られなかったが、設問②、③、④

では、11 月のアンケートで肯定的な意見が増加して

おり、友達と協同的に学ぶ姿勢がより身についてき

ていることが分かった。設問⑤では、全児童が「み

なスタタイム」を肯定的に捉えていることが分かっ

た。課題に応じて、自分で解決方法・形態を選択で

きることが良いといった理由が多く挙げられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 算数の学習についての意識調査 

（N＝22（５月）、N＝22（11 月） 単位は％） 

(2) 研究の成果 

 アンケート調査やこれまでの実践を通して、児童

に学び方を委ねる「みなスタタイム（学び方選択の

時間）」の充実は、児童が自ら学びを調整し、主体的

に学びに向かう意欲を高める上で効果的であった。

グループで学ぶ児童は、互いに考えを伝え合う中で

新たな解決方法に触れ、考えを広げたり深めたりし

ていた。個別で学ぶ児童も、必要に応じて友達と交

流することで解決方法を確かめたり、解決の糸口を

見いだしたりするなど、状況に応じて学び方を選択

しながら課題解決に取り組む姿が増えてきた。こう

した経験を通して、一人で課題解決に挑戦しようと

する意識が高まり、すぐに友達に頼るのではなく、

自力で解決しようと粘り強く取り組む姿も多く見ら

れるようになった。また、難易度の高い課題に直面

した際には、いつでも友達と共に考えられるという

安心感が、自力解決を支える基盤となっていた。 

「みなスタシート（赤井南っ子スタディシート）」

の活用では、児童は単元全体の学習の見通しを持ち、

既習事項とのつながりを意識しながら自分の学びを

振り返ることができた。問いや気付き、考えの変容

を言語化する過程を通して、自分の学びを客観的に

捉え、次の学習へ生かそうとする姿が見られた。ま

た、教師にとっても、児童のつまずきや到達度を把

握し、個に応じた指導へと生かす手立てとなった。

さらに、ＩＣＴを活用して振り返りを共有すること

で、児童は友達の考えと比較しながら、数学的な見

方・考え方を広げ深めていく姿が見られた。 

教師によるファシリテーションの工夫からは、児

童の問いや思考をつなぎながら学習を進めることが

できた。導入では、児童の困難さを基に問いを引き

出し、既習事項に着目させることで、児童自身が解

決の見通しを持てるようにした。見通しを持った児

童は自信をもって課題解決に取り組むようになり、

主体的に学びを進める姿が増えてきた。また、つま

ずきのある児童がいる場合には、考えが共通してい

る児童や解決した児童と意図的に関わらせることで、

相手を意識しながら学び合う姿が見られるようにな

った。集団解決の時間には、根拠となる既習事項や

考えの共通点を問い掛け、話合いを焦点化すること

で、協同的な学びを学級全体に広げることができた。 

(3) 今後の課題 

 本実践を通して、「児童の問いをつなぐ教師のファ

シリテーション」が、研究主題に迫るために重要な

課題であることが明らかになった。児童が主体的に

課題解決に取り組むためには、児童の問いや思考を

的確に見取り、それらをつなぐ教師の関わりが不可

欠である。その基盤となるのが、児童の実態を踏ま

えた教材研究と、学習過程における評価を通した児

童の理解状況の把握である。本実践では、教師が数

学的な視点を意識して児童同士を関わらせることで、

児童に解決の見通しを持たせることができ、そのこ

とが主体的な学びを支えることにつながった。一方

で、問いのつなぎ方や関わらせ方については、更な

る工夫が必要であると考える。今後も、児童が自ら

学びを調整し、主体的に学習に取り組むことができ

るよう、児童の実態に応じて数学的な見方・考え方

を働かせる授業づくりを大切にし、研究を進めてい

きたい。 

 

【図表等の許諾について】 

 図１、４は、実践前後に行った児童の聞き取り調査の

一部である。図２、３は授業実践の中で児童が記入した

ワークシートの一部である。研究の目的にのみ使用す

ることとし、児童の保護者及び所属校の校長から使用

許諾を得た。 


